
８／３（水）より、本年度の伝承芸能継承活動が始まりました。本年度は、これまでと違う

点があります。ひとつは、夜の練習をPTA活動として保護者が会場運営を行うこと。子供たち

を中心に学校、地域、保護者が一体となって「伝承芸能の継承」という地域課題の解決に取り

組んでいます。子供たちは、保護者の皆さんに見守られ、活動にも熱が入っています。

未来へ
No one left behind

湯前中ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ

先輩から後輩へ

令和４年度全国学力・学習状況調査の結果について
本年４月、第３学年を対象に実施された標記調査では、良好な結果を得ることができました。

生徒の普段の学習への取組が、学力の充実につながっています。今後も生徒の主体的な学びを

実現し、さらなる学力向上を目指して取組を進めていきます。

【教科に関する調査】
○調査が実施された教科（国語・数学・理科）は、平均正答率が、全国及び県平均を上回る、
または同程度の結果となりました。

【生徒質問紙調査】
○生活習慣や学校生活などの質問では、肯定的な回答の割合が、全国及び県を上回りました。
○学習に対する主体性や興味・関心などの質問では、肯定的な回答の割合が、全国及び県を
下回り、生徒の学習意欲を向上させる必要があります。

もうひとつは、昨年度より複数学年の活動としたため、昨年この活動を経験し

た３年生が、新しく活動を始める２年生にいろいろと教えることができること。

つまり、子供たちの中での「継承」ができるようになったことです。「浅鹿野棒

踊り」の練習会場では、踊りの唄を地域の指導者と3年生が、２年生へ伝えてい

る様子が見られました（写真）。他の会場でも、指導者の皆さんのご指導のもと、

先輩から後輩への「継承」によって、練習もスムーズに進んでいます。


